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北
海
道
大
学
法
学
部
法
学
会
記
事

O
昭
和
五
六
年
一

O
月
一
五
日
(
金
〉
午
後
二
時
1

四
時

「
研
究
上
の
事
故
に
対
す
る
責
任
の
問
題
に
つ
い
て
」

報
告
者
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ

γ
大
学
教
授

エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ド
イ
チ
ュ
氏

通

訳

藤

岡

康

宏

氏

出

席

者

二

ハ

名

内
容
に
つ
い
て
は
、
右
講
演
の
翻
訳
(
本
号
掲
載
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

O
昭
和
五
六
年
一

O
月
一
一
一
一
一
日
(
金
)
午
後
一
時
半
l
五
時

「
代
表
の
理
論
」

報

告

者

小

川

晃

一

氏

出

席

者

一

一

一

名

報
告
は
、
代
表
の
純
理
論
を
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
代

表
と
は
、
ま
ず
一
応
、
他
人
に
代
っ
て
他
人
の
た
め
に
行
動
す
る
こ
と
で
あ

る
が
、
そ
の
際
、
代
表
者
は
他
人
、
つ
ま
り
代
表
さ
れ
る
者
の
名
で
行
動

し
、
そ
の
行
為
が
そ
の
他
人
に
帰
せ
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
代
っ
て
行
動
す
る

際
に
代
表
者
は
代
表
さ
れ
る
者
の
八
意

V
、
期
待
に
沿
う
こ
と
で
あ
る
と
い

っ
て
お
く
。
他
に
い
く
つ
か
の
前
提
を
設
定
し
な
が
ら
、
こ
の
規
定
を
分
析

的
に
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
の
が
本
報
告
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。

ま
ず
、
代
表
類
似
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
例
え
ば
、
叙
述
・
描
写
(
こ
れ
も
英

語
で
同
町
宮
2
3
S
H芯
ロ
)
、
代
行

E
Z
Z
Eぉ
、
後
見
、
ト
ラ
ス
ト
、
演
技
、

代
理
等
と
比
較
し
、
そ
れ
ら
と
の
相
違
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
な
が
ら
、
代

表
の
意
味
を
確
め
て
ゆ
く
。
つ
い
で
、
よ
く
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
代
表
の
代

理
と
の
相
違
が
代
表
者
の
判
断
の
独
自
性
に
あ
る
こ
と
を
み
、
そ
の
根
拠
を

確
め
る
。
こ
う
し
て
確
め
ら
れ
た
代
表
者
の
独
立
性
は
、
代
表
さ
れ
る
者
の

独
立
性
の
想
定
(
代
表
さ
れ
る
者
は
被
後
見
人
で
は
な
い
)
と
と
も
に
、
代

表
の
二
一
元
性
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
代
表
は
、
こ
の
独
立
的
な
存
在
の

聞
の
関
係
で
あ
る
。
ホ
ッ
プ
ズ
、
ロ
ッ
ク
、
ル
ソ

l
、
パ

l

p
等
、
古
典
的
な

政
治
論
に
お
い
て
は
、
こ
の
代
表
の
二
一
克
性
は
多
か
れ
少
な
か
れ
薄
め
ら
れ

る
か
、
あ
る
い
は
こ
の
二
元
性
の
ゆ
え
に
代
表
そ
の
も
の
が
否
定
せ
ら
れ
る

(
ル
ソ

l
y
と
こ
ろ
で
、
代
表
が
二
元
性
を
も
っ
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
困

難
な
問
題
が
生
じ
て
く
る
。
代
表
者
は
独
自
の
判
断
で
行
動
で
き
る
と
し
て

も
、
代
表
さ
れ
る
者
も
独
立
的
な
人
格
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
代
表
さ
れ
る
者

が
具
体
的
に
要
求
や
意
見
を
提
出
し
て
き
た
場
合
、
こ
れ
を
ど
う
扱
か
う
べ

き
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
全
く
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ

う
か
。ま
ず
、
代
表
者
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
や
要
求
を
文
字
通
り
に
実
行
す
る
必

要
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
い
え
る
。
こ
れ
が
代
表
者
の
独
立
性
の
意
味
で
あ

り
、
こ
れ
な
く
し
て
は
代
表
者
の
独
立
性
は
な
い
。
し
か
し
他
方
、
代
表
者

は
無
条
件
的
に
独
立
的
に
行
動
し
う
る
わ
け
で
は
な
い
。

北法32(4・351)1137



報

付
代
表
者
は
、
代
表
さ
れ
る
者
の
意
見
や
要
求
を
文
字
通
り
に
実
行
す

る
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
彼
ら
の
八
真
の
期
待

V
に
合
す
る
よ
う
行
動
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
代
表
さ
れ
る
者
は
、
代
表
者
の
行
動
が
自

分
た
ち
の
意
見
や
要
求
以
上
に
白
分
た
ち
に
よ
り
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
す

も
の
か
ど
う
か
、
つ
ま
り
、
自
分
た
ち
の
八
真
の
期
待

V
に
合
す
る
か
い

な
か
、
こ
れ
に
判
定
を
下
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
代
表
者

の
側
は
、
こ
の
判
定
を
前
に
し
て
、
自
分
の
行
動
が

i
|と
り
わ
け
代
表
さ

れ
る
者
の
意
見
や
要
求
と
異
な
る
場
合

l
l代
表
さ
れ
る
者
の
真
の
期
待
に

合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
明
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
判
定
と
説
明
(
あ
る

い
は
説
得
)
、
こ
れ
が
第
一
の
条
件
で
あ
る
。

∞
期
待
に
沿
う
と
い
っ
た
場
合
、
そ
の
期
待
に
は
、
主
観
的
と
客
観
的

と
の
二
つ
の
要
素
が
あ
る
。
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
、
客
観
的
に
代
表
さ
れ

る
者
の
よ
り
大
き
な
利
益
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
期

待
し
て
い
る
の
は
、
代
表
さ
れ
る
者
で
あ
る
と
い
う
主
観
的
な
側
面
で
あ

る
。
期
待
は
代
表
さ
れ
る
者
の
期
待
で
あ
る
と
い
う
面
か
ら
い
え
ば
、
期
待

に
合
う
か
一
合
か
の
判
定
は
代
表
さ
れ
る
者
に
依
存
す
る
。
代
表
者
の
行
為
は

代
表
さ
れ
る
者
の
判
定
を
パ
ス
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
、
期
待
に
お

い
て
は
、
客
観
的
に
よ
り
大
き
な
利
益
が
期
待
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
代
表
者
は
、
代
表
さ
れ
る
者
の
利
益
に

l
l彼
ら
の
意
見
や
要

求
に
従
う
よ
り
も
|
|
‘
一
一
層
役
に
立
つ
方
策
を
見
い
だ
す
な
ら
、
そ
の
方
策

を
実
行
に
移
し
て
も
さ
し
っ
か
え
な
い
。
さ
し
っ
か
え
な
い
と
い
う
の
は
、

代
表
さ
れ
る
者
は
よ
り
大
き
な
利
益
を
期
待
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、

説
明
に
よ
っ
て
彼
ら
を
説
得
で
き
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

京住

ら
、
他
方
、
そ
の
利
益
が
代
表
さ
れ
る
者
の
主
観
的
判
断
に
よ
り
多
く
依
存

し
て
い
る
場
合
、
あ
る
い
は
方
策
が
客
観
的
に
よ
り
多
く
の
利
益
を
も
た
ら

す
か
ど
う
か
十
分
な
情
報
や
知
識
の
根
拠
が
な
い
場
合
、
代
表
者
は
自
分
独

自
の
方
策
を
強
行
す
る
こ
と
は
ひ
か
え
た
方
が
よ
い
。
代
表
さ
れ
る
者
を
説

得
す
る
だ
け
の
材
料
が
彼
に
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
代
表

さ
れ
る
者
の
意
見
や
要
求
に
従
う
方
が
安
全
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
期
待
や
利
益
に
お
け
る
客
観
的
な
要
素
と
主
観
的
な
要
素
、

あ
る
い
は
知
識
の
確
実
性
の
度
合
い
は
、
そ
れ
ほ
ど
判
然
と
し
た
も
の
で
は

な
い
。
そ
こ
に
は
広
範
な
灰
色
の
領
域
が
広
が
っ
て
い
る
。
政
治
的
決
定
の

多
く
は
こ
う
し
た
領
域
で
の
判
断
に
ま
つ
。
客
観
的
な
知
識
に
基
づ
い
て
あ

る
行
動
を
判
然
と
正
当
化
で
き
な
い
こ
と
は
多
い
し
、
さ
れ
ば
と
い
っ
て
、

主
観
的
な
好
み
に
依
存
す
る
だ
け
と
い
う
こ
と
も
稀
で
あ
る
(
パ
ン
が
よ
い

か
米
が
よ
い
か
と
い
う
問
題
で
さ
え
、
政
治
の
領
域
で
は
か
な
り
の
て
い
ど

合
理
的
な
議
論
の
対
象
と
な
る
。
例
え
ば
、
輸
入
や
健
康
の
問
題
と
し
て
〉
。

こ
う
し
て
広
範
な
灰
色
の
領
域
を
残
す
政
治
に
お
い
て
は
代
表
の
関
係
は
、

代
表
者
と
代
表
さ
れ
る
者
の
信
頼
関
係
に
多
分
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
報
告
に
も
と
づ
き
様
々
の
観
点
か
ら
討
議
が
な
さ
れ
た
。
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O
昭
和
五
六
年
一
一
月
二
七
日
ハ
金
)
午
後
一
時
半
|
五
時

「
モ
ス
ク
ワ
・
オ
ク
チ
ャ
ブ
リ
地
区
人
民
裁
判
所
を
た
ず
ね
て
」

報

告

者

小

森

田

秋

夫

氏

出

席

者

二

ハ

名

ソ
連
に
お
い
て
は
、
今
日
、
裁
判
統
計
・
犯
罪
統
計
が
公
表
さ
れ
て
い
な



法学会記事

ぃ
。
こ
の
こ
と
は
、
法
現
象
(
と
り
わ
け
犯
罪
現
象
や
紛
争
現
象
)
の
実
証

的
研
究
に
と
っ
て
小
さ
く
な
い
困
難
を
強
い
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
中
で
、
個
々
の
裁
判
の
傍
聴
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
情
報
裁
判
所
に
お

い
て
一
般
に
公
開
さ
れ
た
そ
の
他
の
情
報
を
一
定
量
蒐
集
し
、
分
析
す
る
こ

と
は
、
も
と
よ
り
種
々
の
限
界
づ
き
で
は
あ
る
が
、
対
象
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
ひ
と
つ
の
方
法
と
な
り
う
る
と
思
わ
れ
る
。

本
報
告
は
、
報
告
者
が
、
ソ
連
邦
に
お
け
る
在
外
研
究
の
機
会
に
、
一
九

八
一
年
二
月
末
か
ら
四
月
ま
で
の
約
二
カ
月
間
、
モ
ス
ク
ワ
市
オ
グ
チ
ャ
プ

リ
地
区
人
民
裁
判
所
そ
の
他
で
お
こ
な
っ
た
裁
判
傍
聴
、
裁
判
官
か
ら
の
聞

き
と
り
な
ど
を
通
じ
て
得
た
素
材
の
整
理
を
試
み
た
も
の
で
、
そ
の
要
点
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

川
多
く
の
民
事
・
刑
事
事
件
の
第
一
審
裁
判
所
で
あ
る
人
民
裁
判
所
に

お
い
て
実
際
に
扱
わ
れ
て
い
る
事
件
の
数
量
的
動
向
は
、
裁
判
所
の
建
物
の

中
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
各
裁
判
官
ご
と
の
予
定
表
に
示
さ
れ
た
事
件
の
集
計

に
よ
っ
て
あ
る
程
度
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
裁
判
所
の
場
合
、

刑
事
で
は
、
①
パ
ス
ポ
ー
ト
規
則
違
反
、
②
市
民
の
個
人
財
産
の
窃
盗
、
③

無
頼
行
為
、
④
購
買
者
臓
着
、
⑤
重
傷
害
、
強
盗
の
順
に
多
い
。
窃
盗
、
無

頼
行
為
の
多
い
の
は
し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
と
お
り
で
あ
る
が
、
「
パ
ス
ポ
ー

ト
規
則
違
反
」
と
い
う
独
特
の
犯
罪
類
型
が
第
一
位
を
占
め
て
い
る
点
は
注

目
さ
れ
る
。
民
事
で
は
、
各
種
の
家
族
事
件
が
半
数
以
上
を
占
め
、
こ
れ
に

住
宅
事
件
を
合
わ
せ
る
と
四
分
の
三
に
の
ぼ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
労
働

事
件
の
数
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。

同
特
徴
的
な
犯
罪
類
型
に
か
か
わ
る
公
判
の
傍
聴
か
ら
、
次
の
よ
う
な

問
題
点
が
看
取
さ
れ
る
。
川
無
頼
行
為
や
傷
害
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
極

め
て
多
く
の
犯
罪
は
ア
ル
コ
ー
ル
が
ら
み
の
も
の
で
あ
る
が
、
量
刑
に
当
つ

て
は
日
常
の
労
働
態
度
・
生
活
態
度
如
何
が
大
き
く
も
の
を
言
う
よ
う
で
あ

る
。
そ
の
判
断
材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
、
職
場
と
居
住
地
と
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
提
出
さ
れ
る
「
人
物
評
価
書
(
ハ
ラ
タ
チ
ェ
リ
ス
チ
カ
と
で

あ
る
。
凶
一
種
の
身
分
-
証
明
書
で
あ
る
「
パ
ス
ポ
ー
ト
L

制
度
の
存
在
と

「
住
民
登
録
」
制
度
と
が
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
の
が
パ
ス

ポ
ー
ト
規
則
違
反
罪
ハ
住
民
登
録
な
き
居
住
な
ど
)
で
あ
る
。
住
民
登
録
な

き
居
住
と
い
う
現
象
そ
の
も
の
は
、
人
口
流
入
の
規
制
を
お
こ
な
っ
て
い
る

大
都
市
に
特
有
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
「
事
件
」
に
な
る
ケ
ー
ス
の

多
く
は
、
ノ
ー
マ
ル
な
労
働
生
活
の
軌
道
か
ら
外
れ
て
し
ま
っ
た
者
た
ち
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
自
由
剥
奪
刑
(
の
繰
り
返
し
〉
と
い
う
処
置
の
有
効
性

に
つ
い
て
疑
問
を
生
じ
さ
せ
る
。
側
厳
格
な
公
定
価
格
制
度
と
物
不
足
と
い

う
構
造
的
背
景
を
も
っ
「
投
機
」
罪
や
「
購
買
者
附
着
」
罪
は
、
日
常
的
・

大
量
的
現
象
と
し
て
存
在
し
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
社
会
主
義
的
財
産
不
法
領
得
撲
滅
部
」
と
呼
ば
れ
る
覆
面
部
隊
に
よ
っ
て

摘
発
さ
れ
刑
事
事
件
と
し
て
立
件
さ
れ
る
の
は
氷
山
の
一
角
で
あ
り
、
刑
事

制
裁
と
い
う
手
段
の
限
界
性
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
。
刷
同
様
に
、
日
常
的
な

職
場
規
律
や
計
画
規
律
の
ゆ
る
み
が
「
地
位
利
用
に
よ
る
固
有
財
産
不
法
領

得
」
罪
や
「
計
画
遂
行
報
告
虚
偽
記
載
」
罪
と
し
て
明
る
み
に
出
た
ケ
l
ス

で
も
‘
被
告
人
た
る
現
場
の
労
働
者
・
下
級
管
理
者
た
ち
の
法
意
識
と
裁
判

官
の
そ
れ
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
目
だ
っ
。

削
民
事
事
件
に
お
い
て
は
、
事
件
の
処
理
が
比
較
的
定
型
化
さ
れ
て
い

北法32(4・353)1139



報

る
と
い
う
印
象
が
強
く
、
弁
護
人
が
つ
く
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
例
え
ば
、
離

婚
事
件
で
は
、
法
の
タ
テ
マ
エ
で
あ
る
和
解
の
試
み
が
公
開
の
法
廷
で
実
質

的
に
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
双
方
の
主
張
・
事
情
が
あ
る
程
度
明
ら

か
に
さ
れ
る
と
、
六
カ
月
以
内
の
「
和
解
の
た
め
の
期
間
」
が
直
ち
に
言
い

渡
さ
れ
る
ケ
l
ス
が
少
な
く
な
い
。
住
宅
事
件
で
は
、
居
住
権
喪
失
確
認
訴

訟
の
場
合
は
、
被
告
の
荷
物
が
住
居
に
残
っ
て
い
る
か
、
被
告
が
住
居
を
訪

れ
た
事
情
と
頻
度
な
ど
、
住
宅
分
割
訴
訟
で
は
、
家
計
の
独
立
性
を
示
す
事

情
(
例
え
ば
、
個
別
の
冷
蔵
庫
の
所
有
)
の
有
無
と
い
っ
た
、
立
証
の
ポ
イ

ン
ト
が
あ
ら
か
じ
め
決
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

討
論
に
お
い
て
は
、
当
事
者
主
義
的
訴
訟
構
造
の
問
題
と
か
か
わ
っ
て
、

ソ
連
に
お
け
る
弁
護
士
の
役
割
・
社
会
的
地
位
(
権
威
〉
の
問
題
に
大
き
な

関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
ほ
か
、
裁
判
官
の
選
挙
の
仕
組
み
、
「
人
物
評
価
書
」

の
役
割
と
存
在
形
態
、
居
住
権
喪
失
確
認
訴
訟
の
実
質
的
意
味
、
な
ど
に
つ

い
て
論
議
が
か
わ
さ
れ
た
。

雑

O
昭
和
五
六
年
一
二
月
一
八
日
(
金
)
午
後
三
時
l
五
時
半

「
不
法
行
為
法
に
お
け
る
現
状
と
将
来

l
比
較
法
的
動
向
と
の
対
比
に
お

い
て

l
」

藤
岡
康
宏
氏

三
三
名

報
告
者

出
席
者

藤
岡
氏
の
報
告
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

昭
和
五
三
年
度
の
私
法
学
会
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
!
?
と
し
て
、

「
不
法
行
為
理
論
の
展
望
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
特
に
注
目
さ
れ
る
べ

き
こ
と
は
、
現
在
、
不
法
行
為
理
論
が
体
系
的
に
整
序
さ
れ
る
べ
き
時
期
に

あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
今
後
の
不
法
行
為
法
を
考
え
る
に
あ
た
司
て
は
、
法

政
策
的
思
考
が
重
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
の
二
点
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
右
の
課
題
に
応
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
日
本
不
法
行
為
法
の
構
造

と
特
質
が
、
世
界
的
動
向
の
中
で
、
位
置
づ
け
、
評
価
さ
れ
、
問
題
点
が
摘

出
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

一
九
世
紀
以
来
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
事
故
補
償
法
ハ
一
九
七
四
年
)

成
立
に
い
た
る
ま
で
の
不
法
行
為
法
の
主
要
課
題
は
、
事
故
損
害
の
克
服
で

あ
っ
た
。
事
故
損
害
の
克
服
に
対
す
る
学
問
的
関
心
に
は
、
比
較
法
的
に
二

つ
の
大
き
な
潮
流
が
あ
る
。
第
一
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
(
主
と
し
て
ド
イ
ツ
〉

に
お
け
る
よ
う
に
、
事
故
損
害
の
填
補
が
、
社
会
保
障
、
責
任
保
険
、
不
法

行
為
法
の
三
極
構
造
の
中
で
検
討
さ
れ
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
復
数
の

目
標
を
多
面
的
に
評
価
の
対
象
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
第
二
は
、
ア
メ
リ

カ
の
動
向
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
う
ち
特
に
、
経
済
的
目
標
に
焦
点
が

置
か
れ
、
い
わ
ゆ
る
経
済
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
で
も
い
う
べ
き
動
向
は
、
わ
が

国
に
も
精
力
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
(
た
と

え
ば
、
ヵ
ラ
ブ
レ
ジ
ィ
)
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
に
は
、
他
方
で
そ
ラ
ル
派
と

で
も
称
す
べ
き
有
力
な
学
説
が
あ
る
(
た
と
え
ば
、
イ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
)
。

こ
れ
は
、
不
法
行
為
法
の
基
礎
を
均
分
的
正
義
に
置
き
‘
近
時
に
お
け
る
不

法
行
為
法
の
発
展
と
、
正
面
か
ら
対
決
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

わ
が
国
で
は
、
戦
後
、
不
法
行
為
法
問
比
較
法
的
に
も
異
常
と
も
い
え

る
発
展
を
示
し
て
き
た
。
し
か
し
、
自
賠
法
が
優
れ
た
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
て

い
た
た
め
に
、
不
法
行
為
法
の
役
割
を
構
造
的
に
把
握
す
る
、
と
い
う
思
考
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は
、
従
来
、
十
分
に
は
、
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
き
ら
い
が
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
事
故
補
償
法
の
成
立
を
契
機
と
し
て
、
わ
が
国
に

お
い
て
も
、
救
済
シ
ス
テ
ム
を
総
合
的
に
評
価
す
る
、
と
い
う
発
想
に
も
関

心
が
寄
せ
ら
れ
て
き
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
わ
が
国
の
不
法

行
為
理
論
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
戦
前
に
お
け
る
違
法
性
説
で

あ
る
。
し
か
し
‘
外
国
学
説
(
特
に
西
ド
イ
ツ
)
の
紹
介
が
、
戦
後
の
不
法

行
為
法
に
ど
れ
だ
け
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
う
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
慎

重
に
評
価
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
、
わ
が
国
に
は
、
公
害
を
中
心
と
し

た
独
自
な
理
論
的
お
よ
び
実
践
的
な
蓄
積
が
あ
り
、
そ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
不

法
行
為
法
の
一
般
理
論
(
た
と
え
ば
、
平
井
、
前
回
、
石
聞
の
諸
学
説
)
に

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
も
問
題
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

不
法
行
為
法
に
お
い
て
は
、
今
後
、
事
故
損
害
の
克
服
と
と
も
に
、
個
人

的
活
動
に
お
け
る
白
白
領
域
の
確
定
(
た
と
え
ば
、
名
誉
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
問
題
〉
が
主
要
課
題
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
両
者
は
、
広
い
意
味
に

お
け
る
人
格
権
の
保
護
に
包
摂
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

要
す
る
に
、
今
や
、
歴
史
的
発
展
お
よ
び
比
較
法
的
動
向
を
顧
慮
し
つ

つ
、
わ
が
国
独
自
の
不
法
行
為
理
論
(
シ
ス
テ
ム
〉
を
持
つ
べ
き
時
期
が
到

来
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
作
業
を
通
じ
て
初
め
て
、
わ
が
法
が
、
真
に
、

比
較
法
的
に
も
貢
献
し
う
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
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